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知床・根室海峡におけるアホウドリ
Diomedea albatrusの確実な初の連続目視記録
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The First, Repetitive and Confirmed Sighting Records of Short-tailed 
Albatross Diomedea albatrus

in Shiretoko–Nemuro Strait, Eastern Hokkaido, Japan

はじめに
　アホウドリ Diomedea albatrusは翼を広げると
2 mを超す大型海鳥で，繁殖期をのぞき北太平
洋上の沖合いに棲息し，伊豆諸島の鳥島と尖閣
諸島で繁殖する（叶内ら 2002; 河井ら 2003; 高野
2001; 日本鳥学会 2000; 藤巻 2000）．
　人間による乱獲で一時は絶滅に瀕し，1962年
に国の特別天然記念物指定を受けているが，国と
研究者らによる長年にわたる手厚い計画的な保護
努力が徐々に実をむすび，長谷川（2007）によれ
ば，現在地球上のアホウドリの総個体数はおよそ
2,000羽に回復した．
　北海道では本種は迷鳥とされ（藤巻 2000），
1800 年代に函館と小樽（河井ら 2003; 藤巻
2000），近年では苫小牧（河井ら 2003），1996年
に道東の浦幌で本種の幼鳥の記録がある（浦幌野
鳥倶楽部 2000; 久保清司私信）．2002年以降，国，
日本とアメリカの複数の調査研究機関の共同です
すめられてきた人工衛星による本種の非繁殖期の

行動追跡調査の結果，5–7月に茨城県沖から道東
沖の太平洋に行動海域があることが明らかになっ
た（財団法人山階鳥類研究所 2006; Suryan et al. 
2007）．
　2007年夏，道東の知床・根室海峡においてア
ホウドリが繰り返し確実に観察，撮影された．過
去，北海道のオホーツク海側海域における本種の
確実な出現報告はないため，ここに報告する．

観察地と観察方法
　知床半島周辺と，根室海峡（知床半島から根室
半島にかけての北海道岸と，千島列島南西部の国
後島とにはさまれた海域: 図 1）では，近年，海上
から景観や野生動物を鑑賞する小型観光船が増加
した．
　著者らの観察は，いずれも根室海峡北部で，目
梨郡羅臼町拠点の（有）知床ネイチャークルーズ
運行の自然観察用観光船・エバーグリーン（19 t，
18 m，旅客定員 50人，船長: 著者の一人である
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We report the first, confirmed and repetitive sightings of short-tailed albatrosses Diomedea albatrus 
along Shiretoko–Nemuro Strait coast, which is Sea of Okhotsk side of eastern Hokkaido. Total 
five sightings were made through June–August, 2007. All cases were single young juvenile, and at 
least two different individuals were identified. 
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長谷川正人）のイルカ・クジラウォッチング就航
中に，偶然発見されたものである．初回は，乗客
のひとりで野鳥の生態写真家・戸塚学氏（Photo 
Office GAKU）が発見し，ほかは著者の一人であ
る佐藤晴子が発見した．いずれのケースも写真撮
影し，著者の一人である田澤道広が種を確認した．
　個体の違いや年齢については，佐藤文男氏（財
団法人山階鳥類研究所研究員）に写真鑑定してい
ただいた．

観察記録
　2007年夏季，著者らによる根室海峡でのアホ
ウドリの直接観察は 6–8月にかけ計 5回あり，
表に観察月日，気象情報，発見位置，海水の表面
温度，水深，個体情報を，図 1に発見位置を示した．
各発見は知床半島から離岸 5海里（約 9.3 km）以
遠の海面である．
　すべて若いアホウドリで，換羽中でないもの
（7月 25日，8月 10日）は当歳，換羽中のもの（6
月 24日，7月 2日，8月 31日）は 2–3歳と推定
され，少なくとも 2個体確認されていたことが判
明した．

1）2007年 6月 24日
　アホウドリは，フルマカモメ Fulmarus glacialis
やオオセグロカモメ Larus schistisagusの小群が浮
かぶ付近の海面に静かに浮かんでいた．低速か
ら微速で接近を試みる船が，個体からおよそ 20 
mの距離に達したころ，アホウドリは助走し数
百 m離れた海面に着水．船が再接近を試みよう
とすると，気配を察しこんどはすぐに助走し飛び
去った（図 2）．

2）2007年 7月 2日
　カモメ類とフルマカモメ数羽が海面に浮かぶ付
近に，アホウドリも静かに浮いていた．船が低速
接近を試みると，個体からおよそ 300 mの距離
に達したころ，助走し飛び去った（図 3）．
   
3）2007年 7月 25日 
　数羽のフルマカモメが点在する海面に，アホウ
ドリは静かに浮かんでいた．船が低速接近試みる
と，個体から 20 mほどの距離に達したとき助走，
飛行し 200 mくらい離れた海面に着水．同様の 表
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接近を繰り返すと，個体から約 30 mに達した頃，
ふたたび助走し飛び去る（図 4）．

4） 2007年 8月 10日
　周囲にカモメ類もほかの海鳥もなく，ぽつんと
静かに浮かんでいるアホウドリを発見．船が低速
接近を試みたところ，ほとんど接近を許容せず
早々に飛び去った（図 5）．  

5）2007年 8月 31日
　アホウドリは静かに浮かんでおり，周囲にほか
の海鳥はいなかった．船は微速接近，個体から
20 mほどの距離まで達する．個体は助走後いっ
たん飛びたち，半円を描き，およそ 200 m離れ
た海面に着水した．付近にカモメ類数羽と 1羽の
トウゾクカモメ Stercorarius pomarinusがおり，カ
モメ類は白色の海面漂流物付近にいた（図 6）．
　ふたたび船が接近を試みると，海鳥たちは漂流
している薄い発泡スチロール板（水産物収納用の
発泡スチロール箱のふたと推定）をついばんでお
り，アホウドリもこれに関心を示し，独占すると
積極的につついたりクチバシで挟もうとする行動
が確認された（図 7）．

考察とまとめ
　これまで知床・根室海峡で未報告であったアホ

ウドリの出現が反復確認された背景に，主に次の
要因があると考えられる．
　本種に対する経年の保護努力により，個体数が
増加しつつあること．そして，海上からの観察手
段が増加したことである．道東の根室支庁管内の
鳥類リストの改訂を行った高田（2001）は，当初，
観察手段が限られていたため把握困難だったミズ
ナギドリなど海鳥の出現情報が，近年，船による
海上調査や観光船の増加により少しずつもたらさ
れるようになったと評価している．
　なお，著者らによる一連の直接観察のほか，当
海域における本種と同定および本種と推定される
大型海鳥の，最近の出現の未報告 2例を以下に追
記する．
　知床海鳥研究会の福田佳弘氏によると，2006
年 6月頃（月日詳細不明），知床半島北西側（斜里
郡斜里町のウトロ側）の岩尾別沖において，地域
の漁業者がアホウドリの幼鳥 1羽を発見，携帯電
話付属のデジタルカメラで写真撮影し，同氏に報
告した．種は福田氏によって同定されている（福
田佳弘私信）．
　また知床半島北西側のウトロ漁港発着の観光
船を運行している，（有）丸は宝来水産ゴジラ岩
観光（本社: 目梨郡羅臼町）の船長の一人である遠
藤辰男氏が，2007年 7月 7日または 8日の午前，
硫黄山沖折り返しの往復所要約 1時間の観光航路

図 1．2007年夏季の根室海峡北部でのアホウドリの観察位置．Fig. 1. The Sighting position of short-tailed albatrosses in 
northern Nemuro Strait, summer, 2007.
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図 2．2007 年 6 月 24 日 確 認 の 個 体．Fig. 2. An 
individual sighted on June 24, 2007．

図 3．2007年 7月 2日確認の個体．Fig. 3. An individual 
sighted on July 2, 2007.

図 4．2007 年 7 月 25 日 確 認 の 個 体．Fig. 4. An 
individual sighted on July 25, 2007.

図 6．2007 年 8 月 31 日 確 認 の 個 体． Fig. 6. An 
individual sighted on Aug. 31, 2007．

図 7．海面を漂う発泡スチロール板をついばむ若いアホウド
リ．Fig. 7. The juvenile pecks at a floating styrene foam.

図 5．2007 年 8 月 10 日 確 認 の 個 体． Fig. 5. An 
individual sighted on Aug. 10, 2007.
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の復路，離岸およそ 1.5海里の海面に，「他の海
鳥とくらべ格別に大きく，黒褐色，クチバシが淡
色」の単独の海鳥が浮かんでいる姿を観察した（遠
藤辰男私信）．
　遠藤氏は職業柄，地域にふつうに出現する海鳥
の姿かたちに親しんでおり，この目撃の前後に，
著者らが根室海峡で説明と共通する年齢のアホウ
ドリを繰り返し確認したことから，本件もおそら
く著者らが観察した個体のいずれかであった可能
性が高いと推定される．
　将来，アホウドリの飛来が夏季の知床・根室海
峡海域の常態になるものかどうか，今後も本種の
出現に注目すべきだと思われる．
　最後に，知床・根室海峡海域でアホウドリを観
察して，海面漂流ゴミが海鳥に与える影響につい
て憂慮される点があったので指摘しておきたい．
　2007年 8月 31日の観察で，海面を漂う発泡ス
チロール板の付近にカモメ類，トウゾクカモメが
おり，そこに着水したアホウドリも漂流物に強い
関心を示した．発泡スチロール板の縁や面に多数
の孔や小さな欠損があり，アホウドリをふくむ海
鳥たちが破砕片を摂取したものと推測された．同
海域においても，化学物質製の漂流ゴミが貴重な
海鳥の生存の脅威になり得ることが強く懸念され
た．
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